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　令和元（2019）年9月28日（土）、川崎市環境総合研究
所主催による「2019年度 多摩川河口干潟の生きもの観
察会」が、特定非営利活動法人 鶴見川流域ネットワーキ
ングの協力により開催されました。参加者は市内の小学
生親子23組59名。イベント当日は快晴の秋空のもと、
必死にカニを捕まえながら、身近で意外な場所の豊かな
自然に気付いた参加者たちが、環境保護を見つめ直す良
いきっかけとなりました。
　干潟は、川の上流の栄養分を豊富に含んだ土砂が運ば
れ、河口で堆積して出来たもので、潮の満ち引きにより
姿を現したり水中に隠れたりして様々な顔を持つ、砂と
泥で出来た平らな地形です。そこには、魚類やカニ、貝類
から水鳥など多くの生物が生息し、藻類が光合成でたく
さんの有機物と酸素を生産するほか、貝などによる水の
浄化作用もあり、自然環境保持に役立っていると同時に
親水の場にもなっています。

　鶴見川流域ネットワーキング事務局長の小林和範氏
は次のように話す。 『関東では千葉県の潮干狩りは知ら
れていますが、東京や神奈川県の干潟にはあまり馴染み
がないと思います。しかし川崎市殿町周辺の多摩川河口
干潟は規模も大きく、とても貴重な存在です。都市部の
河川は洪水対策のために浚渫されて、「土手（陸）」と「川
（水）」のみの場合が多いのですが、多摩川河口干潟には
潮の干満で微妙に変化する自然環境のグラデーション
があります。生物にはその種ごとに好む環境があり、そ
れが多様であれば生息する生物も多様になり、多摩川河

口干潟では十数種のエビやカニをはじめ、ハゼやボラな
どの魚類から貝類やゴカイ類まで、実に多種多様な生物
を観察できるんです。とかく『河川の水質保全は企業の
責任』と思われがちですが、これからは生活者の一人ひ
とりが意識するべき時代です。干潟や河川の役割と恵み
を知ることで、将来を担う子ども達の意識が高まること
を期待しています』
　ベストシーズンは春先から初夏ということですが、イ
ンターネット等で潮見表を確認し、一度多摩川河口干潟
を体感されてはいかがでしょうか。
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（上）潮が引いてくると、どこからともなく多数のカニが現れる
（下）夢中になってカニを採取する参加した子ども達
※安全のためライフジャケットを着用しています

（上）採取したカニをスケッチすることで新たな発見が
（下）採取したカニや貝類は、スケッチ教室の後で元の干潟に戻されます
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豊かな自然の恵みを与える干潟

干潟観察をきっかけに
水質保全への意識を高める
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